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年
賀
状
が
届
い
た
一
枚
を
紹
介
し
ま
す
。

実
態
を
反
映
し
て
い

な
い
政
府
の
試
算

２
０
０
４
年
に
政
府
が

発
表
し
た
発
電
コ
ス
ト
の

試
算
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

原
子
力
は
１k

W
h

当
た
り

5.3
円
と
他
の
電
力
よ
り
安

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
5.3

円
が
以
後
原
子
力
の
コ
ス

ト
は
安
い
と
い
う
根
拠
と

し
て
世
間
に
流
布
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

政
府
試
算
5.3
円
の
基
に
な
っ

て
い
る
の
は
電
気
事
業
連

合
会
の
「
モ
デ
ル
試
算
に

よ
る
各
電
源
の
発
電
コ
ス

ト
比
較
」
だ
。
し
か
し
、

こ
の
資
料
で
は
原
発
の
稼

働
率
が
60
％
を
割
る
と
石

炭
火
力
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
よ

り
コ
ス
ト
が
高
く
な
る
と

明
確
に
書
か
れ
て
い
る
の

だ
が
、
そ
の
こ
と
に
は
一

切
触
れ
ら
れ
ず
「
5.3
円
」

だ
け
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
白

書
」
で
も
使
わ
れ
、
「
原

発
は
安
い
」
の
根
拠
と
し

て
一
人
歩
き
し
て
い
る
。

実

態

は

火

力

よ

り

高
い
発
電
コ
ス
ト

政

府

発

表

デ

ー

タ

は

「
モ
デ
ル
」
な
の
で
、
よ

り
現
実
に
近
い
コ
ス
ト
を

知
る
た
め
に
、
年
度
ご
と

の
「
有
価
証
券
報
告
書
総

覧
」
で
公
表
さ
れ
る
デ
ー

タ
を
も
と
に
、
原
発
を
も

つ
電
力
９
社
の
電
源
別
発

電
単
価
を
算
出
し
た
実
績

数
字
は
「
い
ず
れ
も
設
備

の
稼
働
率
や
減
価
償
却
な

ど
を
含
め
た
実
態
を
反
映

し
た
数
字
」
だ
。

１
９
７
０
年
か
ら
２
０

０
７
年
ま
で
の
平
均
を
み

る
と
原
発
は
１k

W
h

当
た

り
８
・
74
円
で
、
火
力
よ

り
少
し
安
い
程
度
だ
と
い

え
る
が
、
大
島
教
授
が
こ

こ
で

注
目
し
た

の
は
、

「
原
発
と
揚
水
発
電
の
関

係
」
だ
。
原
発
は
火
力
な

ど
と
異
な
り
出
力
調
整
が

で
き
な
い
の
で
、
電
力
需

要
が
下
が
る
夜
間
で
も
ほ

ぼ
100
％
出
力
す
る
。
そ
の

余
剰
電
力
で
水
を
汲
み
上

げ
て
お
き
必
要
に
応
じ
て

そ
の
水
を
落
下
さ
せ
て
発

電
す
る
「
揚
水
発
電
が
付

帯
さ
れ
て
お
り
、
70
年
以

降
、
原
発
の
発
電
容
量
に

比
例
し
て
増
え
て
い
る
」

つ
ま
り
「
揚
水
発
電
は
原

発
の
必
需
品
」
と
考
え
れ

ば
、
発
電
コ
ス
ト
も
「
原

発
と
揚
水
を
合
わ
せ
て
考

え
る
の
が
適
切
」
で
は
な

い
。そ

う
す
る
と
、
実
績
の

「
原
子
力
＋
揚
水
」
で
分

か
る
よ
う
に
10
・
17
円
と

火
力
よ
り
も
コ
ス
ト
高
に

な
る
。

使
用
済
み
核
燃
料
処

理
に
19
兆
円
か
か
る

原
発
が
他
の
電
源
と
大

き
く
異
な
る
の
は
、
「
原

発
の
コ
ス
ト
は
今
後
さ
ら

に
膨
ら
む
恐
れ
が
あ
る
」

こ
と
だ
。
そ
れ
は
「
バ
ッ

ク
エ
ン
ド
」
つ
ま
り
使
用

済
み
核
燃
料
の
取
扱
い
で
、

存
在
し
て
い
た
。

使
用
済
み
核
燃
料
の
処

分
と
し
て
は
、
「
放
射
性

廃
棄
物
と
し
て
埋
設
処
分

す
る
方
法
（
直
接
処
分
）
」

と
「
再
処
理
に
よ
っ
て
使

用
済
み
核
燃
料
に
含
ま
れ

る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
ウ
ラ

ン
を
抽
出
し
て
再
活
用
す

る
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
」

の
２
つ
が
あ
る
。
日
本
は

全
量
再
処
理
す
る
方
針
を

掲
げ
て
き
て
お
り
、
09
年

か
ら
再
処
理
し
て
抽
出
し

た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
混
合

し
た
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
（
混
合

酸
化
物
燃
料
）
を
軽
水
炉

で
プ
ル
サ
ー
マ
ル
が
始
ま
っ

て
い
る
。

現
在
は
再
処
理
を
英
国

や
フ
ラ
ン
ス
に
委
託
し
て

い
る
が
、
最
終
的
に
は
国

内
で
全
量
再
処
理
す
る
計

画
で
、
日
本
原
熱
が
青
森

県
六
ヶ
所
村
に
再
処
理
工

場
を
建
設
中
だ
。

そ
れ
で
は
こ
の
バ
ッ
ク

エ
ン
ド
に
は
ど
れ
く
ら
い

の
費
用
が
か
か
る
の
だ
ろ

う
か
。
04
年
に
政
府
の
総

合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査

会
に
報
告
さ
れ
た
数
字
だ
。

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
を
40

年
動
か
す
と
し
て
、
建
設
・

操
業
・
廃
止
を
含
め
た

再
処
理
費
用
が
11

兆
円

放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
・

貯
蔵
・
処
分
や
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃

料
加
工
な
ど
関
連
費
用
を

合
計
す
る
と
「
な
ん
と
18

兆
８
０
０
０
」
。

こ
れ
を
誰
が
負
担
す
る

か
だ
が
、
実
際
に
は
「
こ

の
試
算
を
ベ
ー

ス
に
06

年
か
ら

バ
ッ
ク
エ
ン
ド

費
用
を
電
気
料

金
に
上
乗
せ
し

徴
収
」
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
い

う
。
電
気
料
金

明
細
に
は
載
っ

て
い
な
い
が
、

大

島

教

授

が

「
有
価
証
券
報

告
書
総
覧
」
の

記
載
か
ら
計
算

し
た
１
世
帯
当

た
り
の
負
担
額

は
07

年
で
２
４

０
円
に
な
る
。

すごい！免疫力のスイッチを押す発酵食品発行学者 小泉武夫

免疫力を高める 最強の三つの発酵食品

新型コロナで免疫力が注目されています。効果的な食べ

物は

● みそ 広島大学医学部・順天堂大学・東京医科学大

学で、みそは免疫力活性が非常に強いと発表。

● キムチ 韓国ではキムチを専門に研究する国立の

「世界キムチ研究所」がキムチの七つの効用を発表。そ

のうちの一つが免疫力で、その効果は抜群に強いと発表

している。

● 納豆 発酵菌が一定量占めると、いくら腐敗菌や病

原菌をやってきても排除する性質があります。たとえば

乳酸菌は、酸性が非常に強い乳酸を作って備えます。そ

ういう意味で、納豆菌が最強です。

この三つが、三大免疫力強化の発行食品です。われわ

れが日ごろ食べているものが、ものすごく免疫力を高め

ます。

キムチを刻んで納豆に入れてかき混ぜ、ご飯にかける。

みそ汁の中に刻んだ納豆を入れて食べるのがおすすめ。

一番安いコロナ対策。

なぜ発酵食品が免疫力を強くするか

発酵食品だけでなく、植物繊維も重要です。日本人は、

世界の民族の中で最もベジタリアン（採食主義）に近い。

食事に植物繊維がとても多く、免疫力を高めていると。

それは腸を刺激するからです。

植物繊維は人の体では分解できません。繊維が小腸を

通過するときに、「この免疫細胞を作れ」と信号を出し

ています。しかも発酵食品の乳酸菌や麹菌も同じく免疫

細胞を作るスイッチを押していることがわかりました。

今世界的には免疫の面から「もっと日本型の食生活にす

るべきだ」と行っています。

甘酒は「現代の点滴」総合栄養剤

米のでんぷんは麹菌のでんぷん分解酵素で分解され、

ブドウ糖が出来ます。その甘酒を分析。ビタミンB1.B2.

B6、パントテン酸、イノシトール、ビオチンと、人間が

必要なビタミン類がみんな入っています。

もう一つの特徴は、アミノ酸が多いこと。米に麹菌が

入るとたんぱく質が分解してアミノ酸になるわけです。

甘酒はブドウ糖の溶液、総合ビタミン溶液、総合アミノ

酸溶液。完璧な現代の点滴です。

スタミナ食「みそ汁」。みそ汁の中に豆腐を入れ、納豆

を叩いた引き割りナットを入れてかき回し最後に油揚げ

を千切りにして上にバーとかける。たんぱく質が豊富で、

すばらしいスタミナ食。大豆のたんぱく質は肉に並ぶ良

質なたんぱく。まさに「肉汁」です。

発酵食品を小さいうちから食べ慣れさせておけば、日本

人は絶対に体が強くなります。「免役食事＝和食型の食

生活」発酵食品はとくに子どもに効く。

原
発
ゼ
ロ
Ｎ
Ｏ

１
３
９

「
原
発
は
安
い
」
は
破
綻
！

増
え
続

け
る
使
用
済
み
核
燃
料
再
処
理
費
用

大
島
堅
一
・
立
命
館
大
学
教
授

人間が健康に生きて行く為に161

お
知
ら
せ

１
月
26
日

ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
盛
岡
地
域
支
部
定
期
大
会

県
民
会
館

18
時
15
分
分

４
Ｆ
会
議
室

Ⅰ
月
29
日

い
わ
て
労
連
第
55
回
評
議
委
員
会

場
所
未
定

Ⅰ
月
31
日

建
交
労
鉄
道
盛
岡
地
方
本
部

旗
開
き

盛
岡
駅
前
（
い
こ
い
）
17
時
30
分

２
月
２
日

盛
岡
地
区
春
闘
共
闘
年
次
総
会

県
民
会
館

18
時
15
分
分

４
Ｆ
会
議
室

第
24
回
地
本
代
表
者
会
議
（
東
日
本
本
部
委
員
会
）

日

時

２
月
４
日
（
土
）
13
時
10
分
～
16
時
30
分
ま
で

場

所

北
区
東
十
条
ふ
れ
あ
い
会
館

２
３
春
闘
で
生
活
で
き
る
賃
上
げ
を
勝

ち
と
ろ
う

新
春

開
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

執
行
部
一
同

戦
争
で
き
る
国
に
は
し
な
い
。
平
和
憲
法
を
守

ろ
う
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申
し
入
れ

１
．
ダ
イ
ヤ「
改
正
」
の

改
正
効
果
と
し
て
、
約

20
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
収
入
効
果
、
減
収

効
果
な
ど
収
支
の
見
通

し
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。

２
．
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」
に

お
け
る
要
員
計
画
及
び

列
車
本
数
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。

３
．
フ
ィ
ー
ダ
ー
輸
送

見
直
し
や
曜
日
休
止
列

車
の
拡
大
を
行
っ
て
い

る
。
不
採
算
列
車
の
統

廃
合
を
行
っ
て
い
く
の

か
、
鉄
道
貨
物
輸
送
の

社
会
的
役
割
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

４
．
２
０
２
３
年
度
の
輸

送
機
材
の
導
入
計
画
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

５
．
安
全
・
安
定
輸
送

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

安
全
を
担
保
で
き
る
要

員
の
配
置
、
予
備
率
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

６
．
災
害
異
常

時
に
お
け
る
迂

回
輸
送
の
ダ
イ

ヤ
設
定
を
行
っ

て
い
る
が
、
運

転

士

の
線

路

見

習

の
教

育

を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、

今
後
そ
の
他
の

線
区
に
お
い
て

も

迂

回
輸

送

の
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
う

事
。

７
．
２
０
２
１
年
12
月
28

日
に
発
生
し
た
山
陽
線

瀬
野
駅
～
八
本
松
駅

間
で
発
生
し
た
貨
物
列

車
脱
線
事
故
で
は「
へ
ん

積
」
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
具
体
的
な
対
策
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

８
．
仙
台
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
移
転
に
つ
い
て
、
現

時
点
の
状
況
と
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。

９
．
災
害
時
等
に
お
け

る
貨
物
列
車
の
長
時
間

抑
止
や
ダ
イ
ヤ
設
定
の

問
題
、
増
加
傾
向
に
あ

る
線
路
使
用
料
は
、
当

組
合
が
再
三
指
摘
し
て

い
る
「
第
二
種
鉄
道
事

業
者
」
と
し
て
の「
構
造

的
矛
盾
」
に
起
因
す
る

も
の
で
あ
り
貨
物
会
社

独
自
で
は
解
決
で
き
な

い
課
題
で
す
。
今
後
こ

の
よ
う
な
問
題
を
ど
の

よ
う
に
解
決
し
て
い
く

の
か
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。

北
海
道
鉄
道
本
部
は

4
ヵ
月
分
の
支
払
い
を

求
め
る
要
求
書
を
Ｊ
Ｒ

北
海
道
に
提
出
。
物
価

高
騰
に
よ
っ
て
家
計
支

出
は
例
年
よ
り
も
増
加

し
て
お
り
、
と
り
わ
け

暖
房
費
の
暴
騰
は
高
止

ま
り
が
続
き
、
寒
冷
地

手
当
の
支
給
が
な
い
エ

ル
ダ
ー
社
員
は
じ
め
非

正
規
社
員
に
は
二
重
の

苦
し
み
を
与
え
て
お
り

年
末
一
時
金
で
特
段
の

手
立
て
を
求
め
ま
し
た

11
月
22
日
の
交
渉
で

1.68
ケ
月
分
の
有
額
回
答

が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

私
た
ち
の
要
求
と
は
隔

た
り
が
大
き
く
エ
ル
ダ

ー
社
員
へ
の
特
段
の
手

立
て
が
何
一
つ
な
い
も

の
で
し
た
。
プ
レ
ス
が

国
土
交
通
大
臣
に
質
問

し
た
際
の
回
答
を
引
用

し
な
が
ら
「
収
入
の
安

定
は
若
年
退
職
に
歯
止

め
を
か
け
る
施
策
の
一

つ
で
も
あ
り
、
正
規
社

員
と
同
等
の
労
働
力
を

提
供
し
て
い
る
エ
ル
ダ
ー

社
員
の
奮
闘
に
応
え
、

家
族
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
た
め
に
一
時
金
の

大
幅
な
増
額
が
必
要
」

と
し
て
強
く
再
考
を
求

め
ま
し
た
。
24
日
に
開

か
れ
た
団
体
交
渉
で
は

1.70
ケ
月
の
前
進
回
答
は

さ
れ
ま
し
た
が
エ
ル
ダ
ー

社
員
へ
の
手
立
て
が
示

さ
れ
ず
、
寒
冷
地
手
当

が
支
給
さ
れ
な
い
エ
ル

ダ
ー
社
員
の
実
情
を
訴

え
ま
し
た
。
エ
ル
ダ
ー

社
員
の
労
働
力
と
家
族

の
支
え
無
く
し
て
安
全

安
定
輸
送
は
確
保
さ
れ

な
い
こ
と
は
労
使
で
一

致
し
て
お
り
、
乗
率
1/2

の
適
用
除
外
も
し
く
は

特
段
の
配
慮
を
強
く
求

め
る
と
と
も
に
、
支
給

日
か
ら
逆
算
し
て
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
見
え
る
中

で
有
額
回
答
が
示
さ
れ

る
の
が
遅
く
、
形
式
的

な
交
渉
と
な
れ
ば
不

誠
実
交
渉
に
抵
触
す
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
は
と

指
摘
し
ま
し
た
。
25
日
、

最
終
回
答
と
し
て
正
社

員
に
つ
い
て
は
昨
日
の

数
字
の
ま
ま
で
し
た
が
、

エ
ル
ダ
ー
社
員
に
つ
い

て
は
０
・
92

ケ
月
分
と

前
進
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
一
時
金
交
渉
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
生
コ
ン

に
例
え
「
練
り
あ
が
っ

て
」
か
ら
の

有
額
回
答
で
は
な
く
、

有
額
回
答
を
導
き
出

す
た
め
に
労
使
が「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
一
緒
に
練

り
上
げ
る
」
、
そ
の
た
め

の
交
渉
で
あ
る
こ
と
を

求
め
、
持
ち
帰
り
検
討

と
し
ま
し
た
。
三
役
で

検
討
を
重
ね
不
十
分

さ
は
あ
る
が
処
遇
改
善

へ
の

一
歩
を
踏
み
出
す
も
の

と
判
断
し
妥
結
を
確
認

し
ま
し
た
。

マ
イ
ボ
ト
ル
持

参

で
プ

ラ
ご
み
削
減
を
!!

自
然
に
分
解
し
な
い

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
ク
ジ

ラ
が
食
べ
て
死
ぬ
な
ど
、

激
増
す
る
プ
ラ
ご
み
は
、

地
球
環
境
に
悪
い
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
レ

ジ
袋
の
有
料
化
や
、
プ

ラ
製
の
ス
プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー

ク
の
規
制
な
ど
対
策
は

取
り
始
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
気
候
危
機
を
特

に
意
識
す
る
山
ス
キ
ー

ヤ
ー
と
し
て
、
環
境
改

善
に
出
来
る
こ
と
か
ら

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
山

ス
キ
ー
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
使
用
は
止
め
て
、

マ
イ
ボ
ト
ル
の
持
参
で

プ
ラ
ご
み
削
減
に
努
力

す
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

日
本
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
出
荷
本
数
は
年
間

２
３
３

億
本
（
２
０
２
０

年
度
）
で
、
リ
サ
イ
ク

ル
率
が
88
・
５
%
と
い
い

ま
す
か
ら
、
毎
年
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億
本
以
上
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
が
環
境
に
流
出
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
、

深
刻
な
環
境
汚
染
の
元

凶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（「
議
会
と
自
治
体
」No

２
８
８

「
プ
ラ
資
源
循
環
法
を
実
効
あ

る
も
の
に
」参
照
）

日
本
で
い
ま
課
題
と

な
っ
て
い
る｢

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ゴ
ミ
問
題｣

は
、
主
に

３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

海

洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問
題陸

上
や
海
上
で
の
不

法
投
棄
な
ど
に
よ
っ
て
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が

海
洋
に
流
失
し
て
い
る

問
題
で
す
。
海
洋
生
物

を
は
じ
め
生
態
系
へ
の

影
響
が
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ

の
処
理
問
題

焼
却
と
埋
め
立
て
設

備
が
不
足
し
、
ゴ
ミ
の

処
理
が
追
い
つ
い
て
い

な
い
問
題
で
す
。
オ
フ
ィ

ス
や
商
業
施
設
な
ど
か

ら
出
る
事
業
ゴ
ミ
（
産

廃
系
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

の
一
部
を
、
発
展
途
上

国
に
輸
出
し
て
処
理
を

頼
っ
て
い
る
の
が
実
情

で
す
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
問
題

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
と
は
、
洗
顔
料
な
ど

に
入
っ
て
い
る
マ
イ
ク

ロ
ビ
ー
ズ
や
繊
維
く
ず
、

人
工
芝
な
ど
、
５
ｍ
ｍ
以

下
の
小
さ
な
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
こ
と
。
そ
の
小
さ

さ
ゆ
え
に
回
収
が
難
し

く
、
環
境
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。

日
本
全
体
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
総
排
出

量
は
年
間
９
０
３
万
ト

ン
。
そ
の
う
ち
、
レ
ジ
袋

や
食
品
ト
レ
ー
、
お
菓

子
の
包
装
な
ど
の｢

包

装
・
容
器
・
コ
ン
テ
ナ
類｣

は
全
体
の
４
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

次
い
で
約
２
割
を
占

め
る
の
が
、
電
気
・
電
子

機
器
、
電
線
・
ケ
ー
ブ

ル
、
機
械
等
。
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
と
い
う
と
、
59

万
ト
ン
（
6.5
％
）
と
、
世

の
中
で
語
ら
れ
て
い
る

よ
り
は
る
か
に
少
な
い

割
合
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
が
86

％
と
い
う
と
、
一
見
か

な
り
優
秀
な
数
字
に
見

え
ま
す
。
で
す
が
、
実

は
こ
の｢

リ
サ
イ
ク
ル｣

の
7
割
近
く
を
占
め
て

い
る
の
が
、｢

サ
ー
マ
ル

リ
サ
イ
ク
ル｣

。
ゴ
ミ
を

燃
や
し
て
発
生
し
た
熱

を
回
収
し
、
発
電
や
温

室
プ
ー
ル
の
熱
源
な
ど

に
利
用
す
る
方
法
で
す
。

純
石
油
製
品
で
あ
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
石
油

や
石
炭
と
同
等
の
発
熱

量
を
有
す
る
た
め
、
焼

却
す
る
こ
と
で
大
量
の

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収

で
き
る
の
で
す
。

Ｊ
Ｒ
貨
物

２
０
２
３
年
３
月
ダ
イ
ヤ「
改
正
」提
案

３
つ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
問
題
っ
て

今
回
の
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」
で
は
、
上
越
線
や
中
央
線
が
災
害
等
で
不
通
に

な
っ
た
際
の
迂
回
輸
送
の
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

当
組
合
は
大
規
模
災
害
に
備
え
た
迂
回
ル
ー
ト
の
確
保
の
重
要
性
を
指
摘
し

て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
引
き
続
き
他
の
線
区
に
お
い
て
も
迂
回
輸
送
の
設
定

を
行
い
迂
回
ル
ー
ト
の
拡
充
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

秋
年
末
闘
争
・
北
海
道
鉄
道
本
部
奮
戦
記

北
海
道
鉄
度
本
部
竹
田
吉
宏

こ
こ
数
年
、
年
賀
状
に
は

一
年
の
抱
負
を
添
え
て
き

た
。
い
つ
も
同
じ
で「
今
年

も
～
小
さ
な
幸
せ
を
大
切

に
暮
ら
し
た
い
と
思
い
ま

す
」だ
っ
た
。

な
ぜ
だ
ろ
う
か
、
幸
せ
は

辛
い
よ
り
棒
が
一
本
多
い
。

ア
サ
ガ
オ
開
花
の
仕
組
み

を
知
っ
て
、
ぼ
ん
く
ら
頭

流
に
分
か
っ
た
。
ア
サ
ガ
オ

の
蕾
は
朝
の
光
に
よ
っ
て

開
く
の
で
は
な
く
、
開
花

に
は
光
や
あ
た
た
か
い
温

度
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

そ
れ
に
先
立
つ
夜
の
時
間

の
冷
た
さ
と
、
闇
の
深
さ

が
不
可
欠
な
そ
う
だ
。
幸

せ
も
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
生
き
て
い
る
と
辛
い
こ

とは繰
り
返
し
や
っ
て
く
る
。
辛

い
・
苦
し
み
を
経
験
し
な
い

人
は
幸
福
を
実
感
で
き
な

い
と
思
う
。
こ
の
棒
は
苦
し

み
を
苦
し
み
だ
け
に
終
わ

ら
せ
ず
、
喜
び
に
変
え
る

た
め
の
一
本
か
も
し
れ
な

い
。

こ
の
ぼ
ん
く
ら
は
あ
る
事

で
辛
い
日
々
が
続
い
て
い
る
。

ま
だ
苦
し
み
を
喜
び
に
変

え
ら
れ
な
く
と
も
、
目
の

前
に
小
さ
な
幸
せ
が
あ
る

は
ず
だ
。
見
逃
が
す
こ
と

な
く
捕
ま
え
、
大
切
に
し

た
い
。
今
年
も
。

そ
し
て
、
幸
せ
は
平
和
で

あ
っ
て
の
こ
と
。
そ
の
努
力

も
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
本
紙
前
号
の
日
出

欣
一
さ
ん
の
投
稿
に
励
ま

さ
れ
た
。

「
つ
ぶ
や
き
」幸

せ

細
川
忠
雄

い
の
旬
蛙
の
独
り
言
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12
月
２
日

自
民
公
明
「
反
撃
能
力
」
で
合
意

敵
基
地
を
ミ
サ
イ
ル
で
攻
撃
し
飛
行
機
で
爆
撃
す
る

敵
は
日
本
に
報
復
の
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち
込
む

ど
れ
だ
け
の
日
本
人
が
犠
牲
に
な
る
だ
ろ
う
か

中
国
は
台
湾
を
武
力
で
制
圧
す
る
か
も
し
れ
な
い

ア
メ
リ
カ
は
そ
れ
を
武
力
で
抑
え
よ
う
と
す
る

日
本
の
米
軍
基
地
か
ら
中
国
中
枢
を
攻
撃
す
る
か
も

特
定
秘
密
保
護
法
で
米
軍
と
自
衛
隊
の
一
体
化

自
衛
隊
は
米
軍
の
手
先
に
使
わ
れ
る

ア
メ
リ
カ
は
台
湾
有
事
に
は
武
力
に
訴
え
る
構
え

日
本
は
米
中
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る

地
方
の
政
治
か
ら
日
本
の
政
治
を
変
え
て
い
こ
う

そ
れ
が
唯
一
の
平
和
を
守
る
道
だ

井
上

駿

エ
ル
ダ
ー
な
し
に
安
定
輸
送
で
き
ず

交
渉
重
ね
前
進
回
答
引
き
出
す

地
球
環
境
破
壊
が
ど
れ
だ
け
深
刻
化
を
考
え
る

山
ス
キ
ー
や
ハ
イ
キ
ン
グ
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
止
め
て

田
畑

健


